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吉田馬反應 卜肺結核患者 ノ豫後

有馬研究所所 長 有馬頼吉博士).

醫學士 島 崎 櫛

醫學士櫃 田 卓 也

(本論文要旨ハ第14囘 日本結核病學會線會二於テ演説 シタ)。

緒 言

現 今肺結核 ノ病 理 ハ 殆 ンド鹸纏 ノーキマデニ至

リ、診断 ヤ治療 二就 テモ ソノ研究 ガ多方面 二亙

ツテ躍進 シテ來 タ。 ソレニモ拘 ラズ其 ノ豫後判

定 ノ頗 ル難事 ナ ノしコ トノ、誰 シモ等 シク認 ムル所

デ アル。 ソノ所以 ハ本病 ハ多 クハ慢性 デア リ又

屡 ヒ急性 ナル場合 モ アツテ其 ノ縄過 ノ、極 メテ複

雑 デ アル コ トニ因 λル デア ラウ.實 際重症 ト診

断 シテモ其 ノ後 ノ加養 ニヨ リ豫期 以rニ ノ治 癒 ラ

來 シ、後 長年夫 々 ノ立場 二於 テ精神的拉 二肉艦

的 生活 ラ螢 ムニ何等差支 ナキ ニ至 ル モ ノガ澤 山

アル、反 之、螢病後 日爾 ホ淺 キ肺結核 ト難 モ其

ノ病型 トカ、個膿 ノ性状、或 ヒバ還=境、 生活状

態、其 ノ他感染結核菌 ノ性駄等 ニ ヨリテ早 クモ

不幸 ノ轄蹄 ラ取 ルモ ノモア リ、又 ソレヨリ慢性

ノ縄過 二移 ツテ其 ノ間種 々 ノ階段 ノ病状 テ呈 ス

ル等實 二千差萬別 デル。 ソコデ之等 ノ豫後 ノ断

定 ノ困難 ナルコ トハ當然 デ アル。

往時Laennecノ 頃(1781-1816)・ ・肺結核 ト診

断 シタナ ラバ其 ノ病型 ヤ経過 ノ如何 二拘 ラズ死

ノ決 定 ト同覗 シタモ ノデアル。 ソレデ肺結核 ノ

豫後判 定ハ即 チ死 ノ判断 二相當 シタカ ラ或 ヒバ

容 易 デアツタカモ知 レヌ.然 シ今 日デハ往時 ノ

如 ク差 シ迫 ツテ徒 ラニ濁 音 ヲ求 メ水泡音 ラ追 フ

が如 キJi里學的徴{疾 ニ ノミヨル コ トナ ク、 モ ツ ト

種 々 ノか法 テ籍 リテ、即 チ「レ}ト ゲ ン」或 ハ牛

物學的諸反慮 等 ニ ヨリ理學的徴 候 ノ出現 テ待 タ

ズー、早期 二肺結核 ノ診 断 テ下 シ得 ルニ至 ッタ

カ ラ、 ソ ・デ診断 ト同時 二早期 二於 テモ尚確 實

ノール豫後 ノ判 定 テナ サザル可 カ ラザル必要 二至

ツタ。 ソレ故 一層 豫後判定 ノ苫難 ノ上 二苦難 が

加 ハ ル言睾デアル.

實 際臨躰家 ハ從來研究襲 表 サ レタ幾 多 ノ補助診

断法 ノ内デ特殊或 ハ非特殊 法 テ問 ハ ズ、先 ヅ正

確 ナルモ ノテ第1ト シ、次 デ輕 便 デ ア リ而 モ短

時 間 デ判 定 シ得 ルモ ノテ選 ビテー般 二用 ヒラレ

テ居 ル檬 デ アル。 ソ シテ正鵠 ナ ル診断 テ下 ス ト

同時 二病勢 ラ推知 シ、 コ レラ以 テ経過 ヲ襯察 シ

テニ次的 二豫後 ノ判断 二資 セ ン ト入ル有様 デ ア

ノレo

.

偶 く吉田氏 ハ昭和6年(1931年)結 核 特殊診断 ノ

ー新 法 ラ創案 シテ 『結核 』第9巻 第12號 誌 上 一

記載 シタ。 即 チ有馬等 ノ創製 ニカ ・ル 結 核菌

特殊培養 「ワクチ ン」ナ ル「AO」 テ注射 シ、後2時

間 ノ白∬n球数 ノ動揺 ニ ヨ リテ結核 ノ活動性、非

活動 性 ノ判断 ハ勿倫、肺結核患者 ノ病勢 ノ程度

即 チ輕、 中、重 テモ推知 シ得 ル ト述 べ、 之 レラ

樗 シテ「吉 田氏反癒」卜名付 ケタ。此 ノ反慮 ハ余

等 ノ維 験 シタ範園 デ・・實際結核 ノ診断 二向 ツテ

"鋭 敏 デ確 實性 ノ存 人ル ト共 二短時 間内 二決定

サ レ、而 モ操作輕便 ナル黒占二於 テハ
、結核 診断

法 ニノ'之 二比 肩 ヘル しノハ 無 イ。 更 二同反癒

ノ陽性程 度 ガ病状 ノ輕重 ラ推知 シ得 ル ノデアル

カラ・ 此 ノ陽性成績 ガ豫後 二封 シテ相 當慣値 ノ

存 スル コ トハ想像 二難 クナ イ。而 シテ從來補 助

診断 法 テ以 テ病勢 ラ知 リ、 二次 的 二豫後 ノ判 定

∴供 セ ン トヘル ー般的槻察 二倣 ヒ
、 余等 ハ肺結
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核患者二就 テ検査 シタ吉田氏反慮診断成績 卜、

ソレ等 ノ患者 ノ豫後 トノ關係 テ観察 セント欲 シ

タ.弦 二調 査 シ得 タ結果 テ報 告 シテ批評 テ仰 グ

次第 デアル。

調査方法

1.吉 田氏反磨(Y-R/

Y-Rノ 検 査法特 二陽性反慮及 ビソノ程度叉ハ

陰性 ノ判定 ハ 原著 「結核」第9巻 第12號 二示 サ

レタルモ ノニ準 ジテ施行 シタ。吉 田氏 ハAO注

射前1同 ノ探血 テ以 テ接種前 ノ成績 トシタガ余

等 ハ正確 テ期 スル タノ、AO注 射前15分 ラ隔

テ ・2同 連綾 探血検 査 シテ ソノZF均 値 テソ レニ

當 テタ。從 ツテY-Rノ 検 査時間 ノ・2時 間15分

テ要 スル。

2.被 検肺結核患者

総 テ有馬研究所附属 醤院 ニテ、 昭和6年1月 ヨ

リ同年12月 末迄、1ク 年間 二取扱 ツタ患者 中、

吉 田氏反鷹 ラ検 シタモ ノ267名 二就 テ調査 テ行

ツタ。

3.調 査方法蚊 二時期

通信及 ビ訪 問 ニテ左記 ノ諸事項 ラ尋問 シ正確 ナ

ル同答 テ求 メタ。

調査時期ノ・昭和9年3月 上旬(Y-R検 査 實施後

満2年2ケ 月1

昭 和10年3月 上旬(Y・-R検 査 實施後 満3年

2ケ 月1

昭和11年3月 上旬(Y--R検 査 實施 後満4年

2ケ 月)

ノ3同 二亙 ツテ居ル。

調査事項 ハ左 ノ如 シ。

1.

2.

3.

4・ 麟{

5.

6.

調査成績

風引・il三三i三ζ一

熱縢 三ζス

　 タ備1三1;

シ易 イ

シ マ ・セン

懸欝 骸 翫)
其他氣附イタ瓢

昭和6年 中二Y-Rテ 検 査實施 シ得 タモノ267

名 中 デ満2年 後 ニハ住所攣更 ヤ死 亡ガ アリ、其

他肺結核 ノ如 キノ・非常 二忌 ミ嫌 ヒ隠匿 スルモ だ

ガ多 ク、殊 二大阪市 内居佳者 ニノ・佳宅移轄頻繁

ナル故最初 ヨリー 々其 ノ旨テ傳 へ含 メテ置 イタ

ガ同答 ラ受 ケ得ザル モ ノナ ド極 メテ多 ク、其 ノ

ノ大牛 テ占 メタ.即 チ満2年 後 ノ同答撒 ノ・110

名(41・2%)デ アル。満3年 後 ニノ・満2年 後 二調

査 シ得 タ110名 ハ往所 ガ判明 シテ居 リ、其 ノ上

余等 ノ趣意 ラ了解 シ居 ル者 ナル故、満2年 後迄

二死 亡 シタル者 テ 除 キ生存者86名 二就 テ ノミ

問合 セラ行 ヒ82名 ノ多鍬 ノ同答 ラ受 ケ好成績

デアツタ。(此際 ノ無 回答者 ノ4名 ノ・恐 ラク死亡

シタモ ノ ト想像 サ レ、 内2名 ハ強陽性者 デ ア リ

他 ハ中等度陽性者 デ アツタ)。

満4年 後 ニノ・同様 二満2年 後 二調査 シ得 タ110

名 中3年 後迄 二死 亡 セルモ ノ及 ビ未 同答者 ラ除

イタ者 二就 テ調 査 シ回答激 ノ・76名 デ即 チ3年

後 ノ生存者 ハ4年 後 二全部漏 レナ ク回答 ラ受 ケ

ル コ トガ出來 タ。此 ノ黙 ハ患者諸 子 二封 シ感謝

スル所 デアル。

同答者 ラ性別 一 ス レバ各年 ラ通 ジテ男 性 ノ、女性

ヨリモ多籔 デ ァ・ソタ。更 二年齢 デ囁別 シテ見 ル

ト21歳 ヵ ラ30歳 迄 ノモ ノガ大多撒 弓占 メ、11

歳 ヨリ20歳 迄 ガ其 ノ次 二位 シ、31歳 ヨリ40歳

迄 ガ コレニ亜 ギ、他 ノ・實 二少撒 二留 マル.
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第 1 表
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『層一
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4年 後 1 18 46 11 76皿

全 同答 者 テ吉 田氏反慮程度 二囁別 スレバ弱陽性

者 ガ各年 テ通 ジテ其 ノ牛数 ヲ占 メ、 中等度陽性

之 二亜 ギ、張陽性拉 二陰 性者 ハ少数 デ アル。

1.死 亡傘

Y-Rト 肺 結核患者 ノ豫後 トノ關係 テ知 ル ニハ

先 ヅ其 ノ反雁成績別 ニ ヨツテ調 査人 員中幾入 ノ

死亡者 ガ アルカヲ探知 ス〈ごキデ アル。

上表 ニヨル ト、陰性者 ニハ4年 間 二1人 ノ死 亡

モ無 イ。而 モ毎調査年 ノ同答者 ガ同獄 デアルコ

トカ ラ考 ヘル ト死 亡者 ハ皆無 デァル コ トテー層

確 メルモ ノデアル。

反之、陽性者 二於 テノ・、其 ノ陽性程度 ノ彊 キニ

從 ツテ死亡率 ハ上昇 シテ居 ル。張陽性者 デハ2

年後 迄 ニハ最 モ多数 ノ死亡者 ラ出 シ、3年 後 ニ

ハ僅少 デ4年 後 一ハ死 亡者 ハナ カツタ.中 等度

第

第 2 表

輻
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年

1
・
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%

生
存

陽性 者ハ4年 間 テ通 ジテ毎 年殆 ド同数 ノ死亡者

ガ アリ其 ノ数 ハ多 クナ イ。弱陽性 者ハ2年 後迄

ハ極僅少 ノ死亡者 テ見 タ ノ ミ デ後 ハ 皆無 デア

ル。之 等 ノ数字 テヨ ク考察 スル ト、強 陽性者 ハ

重症 デア リ短期 間 二死亡 シ易 ク、弱 陽性者 ハ確

二輕症 デ治 癒 シ易 キ コ トテ示 スモ ノデアル。 又

特 二第1表 デ照 合 シテ張陽性者 二就 テ見ル ト、

年 テ追 ヒテ全 同答 数ハ他 ノ弱 陽性者及 ピ中等度

陽性 者二比 シテ著 シク減 少 シテ居 リ、 ソ レニ俘

ヅテ死 亡者数 モ減 少 シテ居 ル。 併 シ全艦 ノ死 亡

者数 ハ多数 ナル故 二實際 ハ強陽性者毎年 同等 ノ

而 モ多数 ノ死 亡者 テ出 シタニ相違 ナ ィ。 唯死亡

者 ノ回答 ガナカ ツタ迄 ノゴ トデアル。

以 上一 ヨヅテ明カ ー一・Y-一一Rノ 陽性程度 ト死 亡率

トハ比例 シテ居 リ、從 ツテ生存傘 ト'、反此 ノ關

係 ニ アル コ トラ知 ツタ。

3● 表

被
検
者
生
存
数

吉田氏反晒

年次
柵 十十 十 一

.2年 後 6 22 48 11

3年 後 2 16 47 11
2

4年 後 1 14 46111
一 　 　一 　 一 一

事

＼く岬氏聴
情 年 次＼ ＼ 柵
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仕
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從
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0
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柵

0
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第1號 】 島崎・櫃田=吉 田氏反磨 ト肺結核患者 ノ豫後
75

仕
事
不
能

寒

2年 後

奄

冒

一
鵬

一

後

一後

…後

…後

一後

[

二

藝
雛
擁

丸

n

圭
"

年 堕

年 後

喀

疾

咳

漱

疲

勢

一3年 後
4年 後

2年 後

3年 後

4年 後

2年 後

3年 後

4年 後

ρ
0

一9
圏
丁
1

3

1

ー
ム
一
9
σ

1

1

4

1

1

3

2

1

9
σ

一
〇
〇

一〇
〇

13

10

ワ

邑

「
ワ
8

PO

4

7

5

6

【
`

8

6

9
σ

一
9
旬
一
9
何

22

21

15

一
14

4

4

17

12

12

一
13

一
13

14

〇

一
〇

一
〇

。一
〇

4
1

…
1

T

冨
0

3
一 可一一

100.0

100.0

100.0

50.0

50.0

100.0

50.0

0

50.0

100.0

0
σ

一
〇

「
0

7
1

67.7

50.0

100.0

50.0

13.6

18.7

21.4

59.1

45.5

50.0

31.8

22.7

28.6一

31.8

22.7

42.9

31.8

6。1

4r3

4.3

44.9

-U.7

32.6

28.6

8.5

8.7

34.7

25.5

100.036.4

1。0.oヒ42,9]

26.1

26.51
[

27.7

30.4

0

0

0
塵一 帰一

〇

9.1
一 一

36.4

27.3
__一 一 一}

0
一 一

27.3

36.4

0
一 　

27.3

0
__一 一-

0
冒一一

9.1

∂

2.生 存者 二就 テ ノ諸事情調査

イ、 仕事 二從事 シテ居ル カ否 力。

肺結核 患者 ニ シテ或程度 ノ加療 テ受 ケ、 又養 生

二努 メ、或 者ハ完全 二治癒 スルモ ノモ アリ、 外

見 上治癒 シタ如 クナル モ僅 ヵ ノ外的刺戟 ニ ヨリ

テ再敬 スル ト云 フ不安定ナルモ ノモ アッテ、 其

ノ間種 々 ノ階段 ガアル。何 レノ階段 ニ セヨ、 各

自 ノ持前 ノ仕事 二從 事 シ得 ル程度 二治癒 シ、 自ロ

チ所 謂脛濟的治癒 トナ リ、若 シクハ更 ニー層完

全ナル吸牧治癒 二導 ク場合 モ アル。 シカ シ経 濟

的治癒 デハ家庭 生活 ノ不調 ヤ、 職業 ノ不適當 ナ

ル故 二再燃 悪化 テ招 ク場合 モ少 ナ シ.トセ ヌ。我

々ハ 日常肺結核患者 二接 シテ其 ノ病状 ノ輕 重 二

拘 ラズ。仕事 ノ可能、 不可能、 就業 ノ時期 豫測

ハ常 二尋 問サル ・所 デ アツテ
、 病状 ト仕事 ノ能

不能 トノ關係 ハ極 メテ重大 ナ領域 二屡 シ、豫後

判定 上訣 クベ カ ラザル事 項 デア・レ。

第3表 二示 λ仕事 二從事 シテ居ル モ ノ叉ハ從事

シ能 ハザルモ ノ・調査数字 テ見ル ト、強 陽性 者

ハ各年 ヲ通 ジテ仕事 二從事 シ得 ルモ ノハ皆無 デ

アル。 中等度陽性者 ハ僅 二仕事不能者 ガアル。

更 二弱陽性者ノ・殆 ド大 多数 ガ仕事 二服 スル コ ト

テ得、陰性 者ハ悉 ク皆 各自 ノ仕事 テ探 ツテ居 ル。

此 ノ事實 ハ注 目 入ル贋値 ノ存 スル所 デアル。即

チY-Rノ 陽 性強度 ニヨ リテ其後 ノ治療、養 生

等 ノ條件 モア ラウガ、先 ヅ以 テ活動 シ得 ルヤ否

ヤテ豫 定 スルゴ トガ可能 デアル。

ロ、寒 冒罹 患。

肺結核患 者ハ結核病竈 ノ存在 一ヨ リ ー般 二全 身

ノ植物 性機能 ノ不安 定状態 ラ形成 シ易 イ。從 ツ

テ皮 膚粘膜 ハ極 メテ敏感 デアル。 ソレデ肺 結核

患者 二外 來 ノ刺戟、殊 二氣候 ノ急攣、特 二寒冷

二封 シテ直 チニ全 身 ノ反慮攣 調 テ招 キ ソノ病的

一一反慮 トシテ寒 冒 二罹患 スル ノデ アル。又肺結

核患者 二於 テノ・結核病 竈 ノ潜 伏状態 ヨリ漸次進

展 シテ重症 トナ リ、 或 ヒノ・滲出性進行性 ナル ト

増殖性治癒 性 ナル ト其 ノ間幾多 ノ病型 病期 ノ階

段 アリテ、 ソレニ慮 ジテ外來 ノ刺戟 二封 スル過

敏症 モ異 ナル ト同時 二感 冒罹 患傾向 モ亦 ソ レ相

鷹 二助勢 サ ・レ… 想像 二難 クナ イ。 一方 ニハ寒

冒罹 患頻 同ナ ルタメ肺結核 ノ治癒 機轄 テ阻 止 シ

却 ツテ悪化 二導 キ豫後 不良 ナ ラシメル コ トハ周

知 ノ事實 デアル。

余等 ハY-一一Rノ 陽性程度 ト寒 冒罹患1教 トノ關係

テ知 リ、 以 テY-R子 豫 後 判定 ノh二 資1:ン ト

スル所 以 デ アル。

第3表 ニ ヨ しバ各調査年 子通 ジテ陽性 度 ノ高 マ

ルニ連 レ寒 冒罹患率 ノ塘加 テ示 シテ居 ル。但 シ

4年 後 二於 テ陰性者 ト弱陽性 者 ト殆 ド同率ナ ル

ハ當時流行性感冒 ノ唱籔 テ來 シタ時期 二遭遇 シ

タカラァ アル。

ハ、熱。
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肺結核 ノ疫熱 ノ・病竈 ノ結核菌 ノ毒素、或 ヒノ・破

壌産物 ノ作 用 二因 リテ出現 入ルモ ノデ、病竈 ノ

廣 汎度又 ハ菌毒力、殊 二病竈附近 ノ淋 巴系 トノ

關係、其他 患者 ノ個 性、敏感度等 ニヨ リテ登熱

ノ程度或 ヒ・・持績 ハ塵 々 デアル。 一般 二高熱 ニ

シテ容 易二潰失 セザ ルモ ノ程豫後不良 ナ ルハ周

知 ノ事 デ アル。

今熱 ノ屡 、昇 ルモ ノ ト、 常 ニ アルモ ノ トヲー括

シテ第 β表 中二示 シタ.ソ ノ撒字 ラ見 ルニ各調

査年 テ通 ジ陽性度 ノ強 サ ニ蚊行 シテ登熱 者撒 ノ

増加 ラ示 シテ居ル。 シカ シ4年 後 二於 ケル陰性

者 二於 テ可成 リ高傘 テ表 ハ シタ コ トハ前項記載

ノ如 ク流行性寒 冒 ノ時期 ニ アツ タ爲 メデアル。

二、咳漱喀疾。

咳噺喀疲 ノ・共 二肺結核 ノ主要徴候 タルハ論 ズ ル

考

肺結核 ノ・臨躰 上極 メテ複 雑 ナル経 過 テ示 スモ ノ

デ、 ソノ豫後 テ判定 スル ニノ・、 出來得 ル限 リ種

々 ノ診 断法 テ用 ヒテ綜合的 二観察 シテ正確 ナ診

断 テ下 シ、其 ノ病勢 テ知 リ、 以 テ豫後判定 二資

セ ン トスルガ至當 ノ如 クー般 二云 ハ レテ居 ル。

シカ シ實際 問題 トシテノ、、 アラユル診断 法 テ綜

合 スルハ仲 々不可能 ナル事 デアル。 ソコデ肺 結

核 ノ豫後判定 二當 リ輕便 ナル ガ故 二血液 ノ生物

學的反磨 ガ主 トシテ磨用 サ レテ居 リ、 而 モ ソノ

方法 ノ・多撒 ノ種類 ガ アル。 シカ シソレ等 ノ内デ

未 ダ絶封 的 ノモ ノガナイ トスレバ其 ノ何 レラ選

揮利用 スベ キカバ臨休家 ノ當惑 スル所 デ アル。

余等 ハ内外 文獣 ヲ渉猟 シ且 ツ経 験 スル ト、何 レ

結

吉 田氏反 慮(Y-R)テ 検 査 シタ肺結核患者110

名 二就 テ検 査後2年 、3年 、4年 ノ3回 二亙 ツ

テ死 亡率虹 二生存者 二就 テハ諸事情 ラ調査 シ、

豫後 二關 シテ観察 テ行 ヒテ次 ノ結論 テ得 タ。

1;吉 田氏反磨 ノ陽性程度 ノ張 サニ庶 ジテ死 亡

率 ノ多 イ ノテ認 メタ。即 チ陽性度 ト死 亡卒 ハ正

比例 シ、 生存率 トノ・反比例 ノ關係 ニアル。

2.● 吉 田氏反 慮 ノ陽性度張 キモ ノ程仕事 二從事

迄 モナ イ。重症 ナルモ ノ程 同症歌 ノ激烈 ナルモ

ノデアル。舷 二吉 田氏反 慮 ニ ヨ リ咳漱喀疾 ノ症

状 ラ有 スル コ ト常 ナル者、 又時 々ナ ル者 ヲー括

シテ調査 シタ.ソ レニヨル ト強 陽性 二於 テノ、各

調査年一貫 シテ断 然多激 傘 テ示 スガ、 他 ノ陽性

程度 デノ・各調 査年共 ニ ソ しヨ リハ少撒 ニ シテ大

差 ナク程度 二比例 ノ、シナ イ。

ホ、疲勢。

肺結核 二於 テ症 状 ノ程度 ニ ヨ リ僅 カ ノ精神的作

業或 ハ肉艦 的勢作 ヲ螢 ムモ容 易 二倦 怠感 テ魔 工

疲勢 ヲ訴 フルモ ノデアル。 ソコデY--Rノ 程 度

二就 テ疲勢 シ易キモ ノテ調 ブル ニ各調査 年 ラ通

ジテ陽性度強 キモ ノ程疲勢 ラ訴 フルモ ノ多激 ニ

シテ陰性 二於 テハ同症状 テ有 スルモ ノ全 ク無 キ

カ、或 ヒハ有 ルモ極 メテ僅 少 デ アル。

案

モ長短 ガ ア リ尚 ソ ノ確實 性 モ亦満 足 スル事 ガ出

來 ナ イ。 ダ カラ其 ノ中 ノー、 一ニテ選 プ トス レバ

先 ヅ確實性 ヲ第一條件 トスルハ勿論 デ アル。從

ツテ非特殊 法 ヨリモ特殊 法 ニ ヨルベ キモ ノト信

ズル。更 二操作 ハ簡 輩 デ結 果 テ速 二看破 シ得 ル

モノラ欲 スル。然 ラバY-一 一Rノ 如 キハ余等 ノ経

験 デハ全 ク上述 ノ條 件 ラ充 シ得 ル 方法 ト考ヘ

ル。 即 チ特殊 法 デ ァルY-Rラ 以 テ確 實 ナル診

断 テ下 シ得 ル ト同時 二、前述 ノ如 クニ其 ノ陽性

程度 ニ ヨリテ豫後 ラ推定 スル コ トガ出來、其 ノ

上加療 上一指針 ガ示 サ レテ頗 ル至便 ナル方法 デ

アル ト信 ズル。

論

スル者少数 デアル。即チ陽性程度 二比例 シテ被

検者 ノ活動能力ラ減退 入ル テ知 ルコトガ出來

ノレ0

3.吉 田氏反磨 ノ陽性程度 ノ彊 キモノ程寒冒罹

患卒 ガ大 デアル。

4.吉 田氏反癒 ノ陽性程度 ノ強キモ ノ程有熱者

が多 イ。

5.吉 田氏反慮 ノ強陽性者 二咳噺喀疲 ラ訴 フル
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モ ノが多数デアル。

6.吉 田氏反慮 ノ陽性程度二比例 シテ疲勢 テ有

入ルモノが多 イ。

7.以 上 ノ成績 ヨリ吉田氏反癒 ノ陽性程度及陰

性ニヨリテ肺結核患者 ノ豫後 テ推定 シ得 ルト信

ズル。

附 記

第14回 日本結核病學會総會二於 テ余等 ガ本論

文要旨テ畿表 シタ際大阪市刀根山病院長太縄博

七ハ左 ノ通 リノ追加 テセラレタ。

『昨年(昭和10年)宿 題二際 シ刀根山病院在院患

者 ノ比較的輕症患者44名 二就 キ吉田氏反鷹 テ

検査 シ報告 セリ.

其 ノ検査後1年 後二就テ該患者 ノ轄蹄 テ調査 シ

タルニ略治退院29名 、 死亡10名 、1曾悪3名 引

績 キ=在院2名 ナ リ。略治退院者 中吉田氏反 磨陰

性 ナ リシモ ノハ全部 ニ シテ15名 、弱 陽牲 ナ リ シ

モ ノ11名 、 中等度陽性 ノモ ノ3名 ナ リ。

又死亡者10名 中弱 陽性 ノモ ノ1名 、中等 度陽性

ノモ ノ9名 ナ リ。

當時 ノ赤沈反慮 卜封比 シテ見 ルニ死 亡者 ノ全部

・・中等以 上促進 ノモ ノナ リシガ、略治退院 者 ハ

中等度以 上促進 セルモ ノニナ キモ健常値、境界

値、弱促進 セルモ ノニ アリテ必 ズ シモ低 値 ナル

モ ノニ特 二多 シ ト云 フ事 テ観 ル ニ至 ラズ∫、(結

核第14巻 第5號1

終 リニ本稿校閲 ト指導 テ賜 ハ ツタ有馬所長蚊 二

青山副所長 二封 シ深謝 スル。
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